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１．今回の取り組みについて	 

	 平成 21 年度の愛大ＧＰに教育コーディネータ
ー会議として申請が必要であったため，「さて，何

をテーマにしようか」と話し合い，平成 20 年度
の研修会におけるテーマの 1つであった“ティー
チング・ポートフォリオ”に挑戦することとなっ

た。具体的な申請名称は「教育実践力向上を目指

したティーチング・ポートフォリオ作成の試行」

である。今の時点で言えば良い経験になったと思

っているが，一方で，無謀なことをしたものだ，

とも思っている。 
	 ともかく，その申請が採択されたため（されな

くてもある程度は実施するつもりであったが），具

体的な実践事例とするために前期に開講している

「地球科学」で標題にあるラーニング・ログとテ

ィーチング・ログの作成を試みた。なお，この取

り組みを開始した時点では，ラーニング・ポート

フォリオ，ティーチング・ポートフォリオを目指

していたが，８月にメンティとして参加した“テ

ィーチング・ポートフォリオ研修会”で私自身の

持つ概念が変化したため，“ログ”として位置づけ

る。余談であるが，このＧＰに関しては，全く予

算を利用していない。教育コーディネーターとし

てカリキュラム改善に取り組みなさい，という指

示に応えるためにボランティアで取り組んだとい

うのが，正直なところである。このようなことを

４年間続けてきたので，共に歩んできた人たちに

は何も報いることができず，大きな迷惑をかけ通

しであった。これが『今回の取り組みについて』

の本質に存在する。教育改革＝ボランティア，（非

難に対する）忍耐，多忙，疲労感，徒労感…..	 
２．授業の概要・目的	 

この授業は，中学校および高等学校理科の教員

免許状取得に必修の科目である。シラバスに記述

しているが，中学校理科第二分野の「大地の成り

立ちと変化」や高等学校地学の「地球の活動と歴

史」に関連する内容を中心に，中等教育で扱われ

る地質領域の基礎を学ぶものである。 
１年前期に開講している科目であり，大半が高

校で地学を履修していない，ということを前提に

して実施している科目である。毎年，20 名から
30名の受講者がいる。ここ数年については，毎回
の授業内容を次の回に「まとめ」として提出させ

ており，それをチェックして評価をし，返却して

いる。そのため，「ポートフォリオ」の試行に適し

ていると考えた。	 

３．授業および取り組みの実施内容	 

シラバスに，毎回の「まとめ」を宿題として課

すことについては記述しているが，その具体的な

様式等については従来，曖昧であったので，今年

度は様式と評価方法を具体的に示すことにした。

その内容を示すと以下のようになる。	 

	 

	 上記に示すように，授業時間外学習の内容と時

間数を自主申告させ，それを促すと言うことも今

回の授業における目標であった。今年度の半ば過

ぎから大学全体でＣＡＰ制が議論になったが，そ

れとは無関係に以前から「時間外学習の工夫」に

ついて，いろいろと試行をしてきた。ＣＡＰ制を

導入すれば単位の実質化ができるのか，という意

見があるのは分かりきっていることであったが，

「時間外学習をさせたら，そのチェックをする手

間が増えてしまう」というような声まで出たのに

は，なんと正直なんだろう，と感嘆をしてしまっ

た。今回は，実験的に取り組んでみたので，その

結果を含めて報告したい。また，今回の授業報告

で行ったアンケートは，授業時間外学習に関する



ものである。したがって，授業内容の報告として

はログ関係のことであるが，アンケートとしては

時間外学習，という少し整合性のない報告となる。	 

４．ログに関して	 

	 ラーニング・ログに関しては，先述の，毎回の

まとめが中心となる。ただし，中間段階と最終段

階で，学習の総括を行っている。 
	 中間まとめでは，それまでの授業内容の中から，

特に理解してもらいたい事項を取り上げ，まず各

自でノート等も見ながら下書きとして記述をさせ，

その後で５人程度のグループで相互の記述を確認

させて，不足している部分がないかを，学生同士

で確認させた。また，その後で解説を行った。合

わせて，各回の授業時間外学習について，今一度

総括をさせて（毎回の「まとめ」に学習時間を記

載していない場合もあったため），後半に向けての

意気込みを記述させた（このあたりは，ラーニン

グ。ポートフォリオを意識した取り組み）。 
	 最終のまとめは少し異なるが，報告書のページ

数の関係で省略する。基本は中間まとめに対応す

るものである。以下に，中間まとめの内容を示す。 

 

 
	 それぞれがＡ４用紙 1枚ずつになる。下書きに
基づき清書したものを次の時間までの宿題とした。

ログの効果については，他の科目への接続を含め，

2，3年の期間をかけて検証しなくてはならない。 
	 ティーチング・ログに関しては，毎回の授業テ

ーマ，目標，用意した資料，授業概要，そして反

省点と改善方法を記録したものである。反省点に

ついては，「まとめ」のレポートで多くの学生が間

違った点も加味しながら，どこが伝わっていなか

ったのか，どのような改善が必要か，ということ

を中心に授業のふり返りをした。これを毎回の授

業ごとに作成し，使用したプリントと共にファイ

ルに綴じて保管した。その 1つを紹介すると， 

 
５．時間外学習に関するアンケート	 

	 ページの関係で，以下に一部を示す。 

 
	 時間外学習の時間について言えば，平均して 1
回あたりが 1時間強であった。多い学生は 2時間
から 3時間，回によってはそれを超えるという結
果であり，私自身が本音では，平均で 30 分を超
えれば良いだろう，と思っていたものと比べると，

遙かに受講生が頑張っていたというのが正直な感

想である。自己申告のため，やや過大に申告して

いるのではないか，ということも完全には否定で

きないが，実際に出された「まとめ」には，各自

で工夫をして調べたことが多く含まれており，お

およそは妥当な時間数が記述されていたと判断し

ている。その割には，やや厳しい最終の評価をつ

けたことで，受講生には恨まれているかも知れな

い。なお，アンケート結果について簡単に触れる

と，	 時間外学習についてかなり肯定的であり，

知識を獲得できたという自己評価も見ることがで

きる。また，ここに示していないが，授業の在り

方についても評価は良い方であった（私のティー

チング・ポートフォリオにはデータを示している）。

時間外学習を含めた自主学習の奨励を行うことに

ついては，挑戦する価値があると考えている。 


